
第七次総合計画策定にかかるこれまでの経過 

 
年月日 会議体等 内容 

28 年 8 月 29 日  創生本部 第１回会議 
○策定方針（案）の協議 

9 月 26 日 有識者会議 第１回会議  
10 月 18 日 市議会総務常任委員会 ○策定方針（案）の報告 

11 月 22 日 創生本部 第２回会議 

○策定方針の決定 
 
・次期総合計画を策定することを決定 
＜理由＞人口減少をはじめとする大きな時代の変化にあっても、進むべ

き方向性を見失わないための指針として共有することが必要で

あるため。 
 
・基本構想と推進計画の２層構成とすることを決定 
＜理由＞政策体系が複雑であること、地域づくりのための資源（ヒト・

モノ・カネ）が限られる中、メリハリのある取組展開が難しい

といった課題が生じているため。 

11 月 29 日 職員向け説明会  
（課長・係長級 60 名）  

○庁内における認識共有 
 
・社会経済情勢の変化や前橋市が抱える課題を共有  
 
・地域全体で共有すべき価値観の必要性を確認 
＜理由＞ 
・地域課題の発見を行政だけで行うことは困難になりつつあり、課題を

発見したとしても、解決する技術やノウハウを十分には有しておらず、

その対応はますます難しくなっている。 
・地域課題の解決に向けては、市民、企業・団体、行政それぞれが「自

分ごと」として課題を捉え、自主的・自律的に解決することが重要。 
 ・各主体が関与する空気を浸透できるような地域全体で共有すべき価値

観が必要。 

12 月 議会対応  

12 月 27 日 職員ワークショップ  
（課長・係長級 60 名）  

○基本構想の検討 
 
・以下３つのテーマでワークショップを開催  

29 年 1 月 24 日  創生本部 第３回会議 ○骨子（案）の協議 
 
・総合計画のあり方を協議 
 総合計画は、長期的な市政運営の方向性を示すとともに、各分野の個別

計画との関係を再構築し、組織的に仕事のやり方を考える契機とする。 29 年 2 月 7 日 創生本部 第 4 回会議  
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